
令和７年度 根室保健医療福祉圏域連携推進会議 

（兼根室圏域地域医療構想調整会議）議事録 

 

日 時 令和８年（2026年）２月 26日（木）１５：００～１５：４０ 

    Ｗｅｂ（Ｚｏｏｍ）開催 

出席者 ３０名（うち 傍聴１名、事務局１５名）別紙出席者一覧のとおり 

議 題 

 １ 地域医療構想実現に向けた圏域の取組方針等について 

 ２ 根室地域医療従事者確保事業の取り組みについて 

 ３ 難病対策専門部会（根室圏域難病対策地域協議会）の取り組みについて 

 ４ その他 

 

（開 会） 

○近藤企画総務課長 

私の声の方届いてますでしょうか。ありがとうございます。それでは定刻になりますので、ただ

いまから、令和 7 年度第 4 回、根室保健医療福祉圏域連携推進会議、兼ねて、根室地域医療構想調

整会議の方を開催させていただきます。 

なお本日は、傍聴の方にもご参加いただいております。 

本日、司会を務めます、根室保健所企画総務課長の近藤と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。それでは本会議の開催にあたりまして、当振興局保健環境部長の石井から一言ご挨拶を申

し上げます。 

○石井保健環境部長 

皆さんこんにちは。根室振興局保健環境部長の石井でございます。会議の開催に先立ちまして一

言ご挨拶を申し上げます。 

本日は大変お忙しいところ、本会議にご出席いただきまして誠にありがとうございます。また皆

様方におかれましては、日頃からそれぞれの立場で、地域の保健医療福祉行政の推進にご協力いた

だいておりますことに、改めて御礼を申し上げます。 

さて医療福祉、介護をめぐる最近の国の動向でございますけれども、皆様ご承知の通り、昨年末

に成立いたしました、国の令和 7 年度の補正予算におきまして、医療介護支援パッケージといたし

まして、医療機関や薬局等における、賃上げや物価上昇に対する支援などが盛り込まれました他、

令和 8 年度の診療報酬改定におきましては、医師の人件費といったいわゆる本体部分につきまして

は、令和 8 年度、9 年度の 2 ヵ年平均で、3.09％の引き上げが決定され、薬価を含めた、診療報酬

全体では、約 2.2％のプラスとなったところでございます。 



国の予算といたしましては、これまでに比べればというお話にはなりますけれども、賃上げや物

価上昇による医療機関の経営悪化に配慮されたものとはなりましたけれども、依然としてですね、

引き上げ幅が十分ではないといったような課題等がございますことから、厳しいですね、環境は続

くということになりますので、引き続きですね、効率的持続可能な、医療体制の構築というものを

ですね目指していくということが必要なってくるかというふうに考えております。 

根室圏域につきましても、引き続きですね、本会議を通じて、地域の実情に応じた医療提供体制

の構築に向け、皆様方とともにですね、よくご相談させていただきながら、取り組みを進めて参り

たいと、いうふうに考えてございますので、よろしくお願いを申し上げます。 

さて本日の予定でございますけれども、初めに地域医療構想の実現に向けた、圏域の取り組みと

いたしまして、各市、町、医療機関の取り組み状況について事務局よりご説明をさせていただきま

す。 

次にですね根室地域の医療従事者確保事業の取り組みについてご説明をさせていただきました後

にですね、難病対策の専門部会、これは根室圏域の難病対策地域協議会という位置付けになります

けども、こちらの取り組みについてですね、ご説明をさせていただきます。 

また最後にですね事務局からの説明事項として２点ですね、追加の説明事項というものもござい

ますので、会議の中ちょっと事務局からの説明事項多くなりますけれども、皆様方からですね忌憚

のないご意見いただければというふうに思います。 

終わりになりますけれども、今後も当地域の保健医療福祉施策の推進をですね、図っていくため

には、皆様方からですね、率直なご意見を伺いながらですね進めていくということが重要だという

ふうに考えておりますので、今日の会議におきましてもですね忌憚のないご意見いただくことをお

願いいたしまして、冒頭のごあいさつとさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。 

○近藤企画総務課長 

それでは本日の会議の進行ですが、先ほど部長の石井からも話があった通りですね、まず地域構

想実現に向けた圏域の取り組み方針について事務局から説明を行った後に、質疑応答の時間を設け

ております。 

次に、根室地域医療従事者確保事業の取り組みについて事務局から説明を行い、ここでまた質疑

応答の時間を設けております。 

その後、難病対策専門部会の取り組みについて説明が終わった後に、質疑応答の時間をご用意し

ております。 

全体で 16 時 30 分までには、終了する予定で進めていきたいと思います。それではこれ以降の進

行につきましては、当連携推進会議設置要綱第三条第 3 項の規定により、杉木会長にお願いしたい

と思います。杉木会長よろしくお願いいたします。 

○杉木会長 

はい。こんにちは。本日の議事進行を務めさせていただきます杉木でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。本日も円滑な議事進行にご協力お願いしたいと思います。 



それでは次第に沿って進行したいと思います。次第の 2 番になりますね。地域医療構想実現に向

けた圏域の取り組み方針等につきまして事務局からご説明をお願いします。 

よろしくお願いいたします。 

○成田企画係長 

はい。それでは次第の項目に地域医療構想実現に向けた圏域の取り組み方針等について、根室保

健所企画総務課の成田がご説明いたします。 

資料の 1 をご覧ください。こちらの資料につきましては、本年 1 月に皆様方に更新を依頼させて

いただきました、地域医療構想シートを取りまとめたものになっております。なお、令和 6 年度の

内容から、変更等の部分を赤字で記載しております。 

それでは説明させていただきます。 

スライド 2 枚目をご覧ください。 

地域医療構想の実現に向けた取り組みの方向性ですが、こちら、令和 6 年度の内容から変わりな

く、令和 7 年度も同じ方向性で、取り組んでおります。 

次に、スライド 3 枚目をご覧ください。 

こちらも、令和 6 年度の内容から変更がなく、引き続き釧路圏域と連携しながら進めていくこと

となっております。 

スライド 5 枚目をご覧ください。 

将来的に不足することが見込まれる、医療機能の確保対策などということで医療機能別の病床数

の現状となっております。2026 年までに必要病床数と病床機能報告でいただいている数字を見てみ

ますと、全体数としては、過不足はありませんが、機能別で見てみますと、高度急性期 20 床、回

復期 236 床、慢性期 34 床が不足している状況です。 

実態としましては、急性期のうち、地域包括ケア病床が 24 床となっており、急性期病床からの

機能転換に向けた協議検討が必要だと考えております。 

スライド 6 枚目をご覧ください。 

将来的に不足が見込まれる医療機能の確保対策等として、市立根室病院の包括ケア病床 18 床を、

回復期として、増床を検討している件につきまして、令和 7 年 9 月から一般病床へ転換となり、今

後は休床としている 28 床について、一般病床の開設を目指すとの報告がありましたので、こちら

の内容として、更新しております。 

スライド 8 枚目をご覧ください。 

こちらは在宅医療などの確保対策となっております。訪問診療を実施している施設数が、令和 7

年度（令和 5 年）数値の 6 から 7 と１施設増となっております。 

スライド 9 枚目は、市、町における取り組みを掲載しております。 

別海町で、令和 5 年 3 月から、地域密着型特養 19 床を開設となっているところ、令和 6 年度か

ら 9 床を増床し、28 床の稼働となっております。 

スライド 10 枚目からは、各市、町の医療、介護従事者の確保に向けた取り組みを掲載しており

ます。 



令和 6 年度の取り組みから追加がありましたのは、スライド 11 枚目の別海町で、事業所に勤務

する介護福祉士などの資格を有する介護従事者に対し、月額 4500 円、処遇改善費用を助成するこ

ととなっております。 

スライド 14 枚目からは、調整会議等の開催状況を、スライド 16 枚目からは、公立病院経営強化

プランなどの進捗状況。 

スライド 20 枚目からは、本年度の取り組みに対する評価や課題、今後の方向性を記載しており

ますが、令和 6 年度の内容から変更はありません。 

最後に、スライド 20 枚目ですが、地域医療構想シートでも記載の通り、釧路と根室地域の、医

療情報ネットワークメディネットたんちょうについてです。今後も本システムを活用した参画施設

の拡大及び連携推進が重要でありますので、各関係機関における参画推進の取り組みをお願いいた

します。 

以上で、地域医療構想実現に向けた圏域の取り組み方針等についての説明を終わります。 

○杉木会長 

はい。ありがとうございました。 

ただいま事務局からご説明がありましたけれども、何かご意見、ご質問がございますでしょうか。

ございましたら、マイクをオンにしてご発言いただきたいと思います。 

～発言なし～ 

○杉木会長 

特にございませんですかね。ではないようでございますので次に進みたいと思います。 

次はですね、次第の 3 ですね、根室地域医療従事者確保事業の取り組みにつきまして、事務局か

らご説明よろしくどうぞお願いいたします。 

○成田企画係長 

次第の項目 3、根室地域医療従事者確保事業の取り組みについて、ご説明いたします。 

資料 2－1、札幌保健医療大学との意見交換会及び取り組み内容についてご説明させていただきま

す。 

スライド 2 枚目をご覧ください。 

根室管内では、看護師不足に加え、保健師につきましても、不足している状況で、北海道地域枠

の保健師課程を有する札幌保健医療大学と、根室管内 1 市 4 町とで、双方が抱える課題の共有及び

今後の連携協力による、課題解決に向けた取り組みについて、意見交換会を下記の日程で開催いた

しました。 

次のスライドをご覧ください。 

意見交換会及びその後の意向調査の結果、表示しております取り組み内容について、来年度実施

することとなりました。 

内容につきましては、1 つ目に振興局の独自事業、キラリ未来ナースに参加いただき、保健師の

魅力や仕事についての講話、グループセッションについて、高校生との交流をしていただくことを

考えております。 



2 つ目に、札幌保健医療大学の学生が、根室管内 1 市 4 町の病院、市役所及び役場を訪問してい

ただき、看護師や保健師との交流及び職場見学などを実施して、地域のＰＲ等をしていただくこと

を考えております。 

3 つ目に大学と 1 市 4 町とのオンライン研修ということで、看護師、保健師を対象としました、

集合形式での研修会を考えております。 

現在、来年度の実施に向けまして大学側と調整を行っております。今後も関係機関の皆様と連絡、

連携しながら進めて参りますので、引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。 

続きまして資料 2－2 の準備に移ります少々お待ちください。 

続きまして、大阪府での普及啓発の結果についてご説明いたします。 

資料 2－2 をご覧ください。 

道外出身の医療従事者確保につなげるため、大阪府にて普及啓発活動を実施して参りました。 

活動内容としましては、看護系大学の訪問及びご当地イベントでの普及啓発用のチラシの配布の

2 点を行って参りました。 

スライド 3 枚目をご覧ください。 

まずは看護系大学の訪問についてのご説明いたします。 

訪問先は、森ノ宮医療大学と大阪成蹊大学となります。 

こちらの大学は、看護師及び保健師を多く募集していることから、今回の 2 校を選定しておりま

す。 

それぞれの特徴としまして、森ノ宮医療大学は卒業生を 3500 人ほど輩出。看護師国家試験の合

格率は 100％、毎年 10 名ほどの保健師課程に進学されているという大学になっております。 

大阪成蹊大学は、令和 5 年に新たに看護学部を開設した大学となっております。 

各大学では、根室管内の各市、町や医療機関の支援制度についての説明や関係機関からいただき

ましたパンフレットの設置の依頼及び求人票の受け入れの依頼をして参りました。 

訪問時に、学生の就職時期や就職先の傾向について伺ったところ、2 月から就職活動を始め、4

月末には大半の学生の進路が決まっていること。地域特性というところで、毎年、大阪や、北海道

や沖縄を就職先に選んでいる学生が数名いること、約半数の学生が実習先を就職先の候補として活

動しているとのことでした。 

次のスライドをご覧ください。 

大学訪問の成果としまして、1 市 4 町のＰＲを直接就職支援の担当者へ行ったことで、根室地域

を、再度認知していただきまして学生の情報提供にご協力いただけることとなりました。 

今回の訪問先につきまして大学から、訪問先の大学や学生からのお問い合わせ等がありましたら、

情報提供にご協力のほどよろしくお願いいたします。 

スライド 5 枚目をご覧ください。 

今回、訪問した森ノ宮医療大学から看護学科 3 年生の 1 名が、市立根室病院の病院見学ツアーへ

の参加が決まりました。 

画面右側に載せておりますパンフレットを、支援課の課長が、学生に情報提供していただいたと



のことでした。 

また、この資料には掲載できておりませんが、先日、大阪成蹊大学の保健師を専攻している学生

から、管内の保健師に関する情報についての問い合わせがありましたので、現在、各市、町と連携

をして対応しております。 

来年度以降も、道外の大学への普及活動を実施して参りますので、ご協力のほどよろしくお願い

いたします。 

スライド 6 枚目をご覧ください。 

根室振興局の商工労働観光課が主催しているご当地イベントに来場した方に、普及啓発用のチラ

シを配布して参りました。 

今回の場所は大阪のあべのハルカス内のどさんこプラザとなります。 

目的としましては、チラシに掲載している 2 次元コードからホームページアクセスしていただき、

根室保健所として実施している取り組みを広く知っていただくこととなっております。 

なお今回の取り組みにつきましては、北海道新聞に掲載していただいております。 

次のスライドをご覧ください。 

チラシ配布の効果としまして、ホームページの閲覧数の増加を確認することができました。 

今後は、ホームページの内容を充実させ看護師確保につなげていきたいと考えておりますので、

インタビュー記事等のホームページ更新の際には、改めましてご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。 

続きまして令和 8 年度医療従事者確保につきましての説明に移らさせていただきます。 

資料の準備いたしますので少々お待ちください。 

続きまして令和 8 年度医療従事者確保事業についてご説明いたします。 

資料 2－3 をご覧ください。 

令和 2 年度より実施しております本事業は、令和 7 年度をもって 5 ヵ年の区切りを迎えることか

ら、来年度より、内容を一部リニューアルの上、継続して実施して参ります。 

変更点としましては、キラリ未来ナースというタイトルで、看護師を目指す高校生向けに講話、

グループセッションなどを実施してきたところですが、来年度は看護体験について小学生から高校

生までと、参加対象を広げるとともに体験内容も、歯科職や薬剤師など、看護師を含む医療職の体

験イベントとして開催することとなりました。 

目的としましては、医療職に関心を持つ子供たちの増加や、現場で働いている方との交流を通じ

て、根室地域への就業意欲の増加が狙いとなっております。また、看護師を目指す高校生に対しま

しては、キラリ未来ナースというタイトルで、講話やグループセッションを実施し、看護師不足解

消に向けて引き続き取り組んで参ります。 

スライド 3 ページ目をご覧ください。 

令和 8 年度の開催日時や場所につきまして、ご説明いたします。 

場所は、中標津総合文化会館しるべっと。日時は令和 8 年 6 月 21 日日曜日の 13 時から 15 時半

を予定しております。 



職業体験会を、1 階コミュニティーホールでキラリ未来ナースは 2 階研修室が会場となり、それ

ぞれ別会場にて、同時開催となります。次のスライドをご覧ください。 

職業体験会の内容につきましては、看護体験や看護師養成校の説明に加え、歯科職、薬剤師、理

学療法士、作業療法士、救急救命士の方々にご協力いただけることとなっております、体験内容に

つきましては、記載のある通りとなっております。 

次のスライドをご覧ください。キラリ未来ナースのプログラムにつきましては、資料の通りで、

前半に看護師からの講話を行い、後半では、グループセッションで高校生からの疑問や質問につい

て、意見交換会を行っていただきます。 

グループセッションが終了した後、別会場で実施しています職業体験会へ合流する流れとなって

おります。 

現在、関係機関と詳細につきまして調整しております。 

次のスライドをご覧ください。 

今後のスケジュールにつきましては、4 月に実施起案、5 月の下旬ごろに最終打ち合わせを行い、

開催に向けて準備して参ります。 

実施結果につきましては、来年度の連携推進会議にて報告いたします。 

以上をもちまして根室地域医療従事者確保事業の取り組みについての説明となります。 

○杉木会長 

はいどうもありがとうございました。様々な取り組みをしていただいてるということで心から感

謝と敬意を申し上げる次第でございます。 

ただいまの報告につきまして、皆様何かご質問ご意見ございますか。ご発言のほどよろしくお願

いいたします。 

～発言なし～ 

○杉木会長 

特にございませんでしょうか。はい。特にないということでございますので、最後にまた、一括

してご質問を受けたいと思いますので次に進ませていただきます。 

続きまして次第の 4、難病対策専門部会（根室圏域難病対策地域協議会）の取り組みにつきまし

て、ご説明よろしくどうぞお願いいたします。 

○千田健康推進課長 

それでは早速説明 3、難病対策専門部会の取り組みについてご報告をしたいと思います。私は健康

推進課長の千田です。私の方より、令和 7 年度における難病対策専門部会の取り組みについて報告

をさせていただきます。 

お手元の資料 3 をご覧ください。当部会は、難病患者及び慢性疾病小児などが住み慣れた地域に

おいて安心して暮らすことができるよう、各構成団体が把握している地域課題や情報を共有し、今

後の協議会活動の方向性を協議することを目的としています。 

具体的な協議事項としましては、資料 3 の上から 2 のかぎ括弧、協議事項の内容をご覧ください。

本協議会は、例年 2 回、協議会という形で開催しておりまして、今年度も、令和 7 年 8 月 13 日と、



令和 8 年 1 月 21 日の計 2 回協議会を開催しております。 

こちらについては、1 ページ目、資料 3 の 1 ページ目の中段における、令和 7 年度の取り組み結

果の欄をご覧ください。 

1 回目の協議会についてご説明をいたします。1 回目の協議会では、中段になりますが、第 1 回、

4 の内容というところなんですけれども、4 点の議題を検討しています。 

議題 1 をご覧ください。 

議題 1 は、特定医療費受給者証交付状況から見える地域の状況としまして、受給者証の交付状況

より、根室圏域における難病患者さんの疾病罹患状況を、関係機関と共有した経過があります。 

議題には、令和 7 年度の協議会における活動計画を上げ、根室圏域における若年の、在宅神経難

病患者の抱える課題を明らかにすることを目的とした。 

64 歳以下の療養生活に係る実態調査の実施計画と、前年度より、これは令和 6 年度より開催して

いる神経難病研修会の実施計画について、この 2 点について、事務局より提案し、了承を得ました。 

議題 3 につきましては、資料をご参照ください。 

議題 4 は、各構成機関、構成団体が、実際の支援の中からとらえる、難病患者の療養上の課題を

テーマとし、意見交換を行いました。 

各委員の皆様からは、疾病にかかる、専門医療機関受診の負担が挙げられましたが、医療上の課

題としては、言語聴覚士の不足により、根室圏域では、摂食嚥下コミュニケーション障害に係るリ

ハビリを受ける機会が、他の地域と比べて非常に少ないといったことが挙げられ、改めて、優先順

位の高い課題として、摂食嚥下にかかる、あとコミュニケーション障害に係るリハビリを受ける機

会を作っていくといった課題が上がってきたところです。 

次に、2 回目の協議会の内容を説明します。お手元の資料の中段から下になります。 

2 回目は、非常に議題が多く、6 点の議題を検討しました。 

議題 1 は、神経難病研修会の開催結果報告ですが、こちらは後程ご説明をさせていただきます。 

議題 2 は、1 回目の協議会で了承を終えた 64 歳以下の療養生活に係る実態調査に係る結果報告で、

調査の主担当であった中標津保健所より調査結果の報告を行いました。 

本調査は、対象者 42 名に、令和 7 年 9 月 16 日から、11 月 21 日の期間に調査を行いましたが、

結果は、回答数 26 名で、回答率は 61.9％であり、回答から、療養と学業、仕事の両立における課

題が明らかとなりました。 

また、具体的な意見として挙げられたものとしましては、保健所へ相談したい希望もあるが、実

際に保健所が相談窓口になっていることを知らないといった回答もあり、今後、協議会として、あ

と保健所として事務局としては、改めて、受給者証の新規更新申請時の相談窓口の周知徹底の取り

組みが必要であるということが示唆されました。 

議題 3 は、1 回目の協議会で、課題として挙げられました、言語聴覚士の不足による摂食嚥下コ

ミュニケーション障害に係るリハビリを受ける機会が不足しているといった課題に対し、道の直営

事業である在宅療養支援計画策定評価事業を用いて、在宅神経難病患者の言語聴覚士によるリハビ

リ支援を展開した取り組みの詳細について報告をしました。 



本事業では、道東勤労者医療協会釧路協立病院の言語聴覚士である磯貝先生に、根室に来ていた

だきまして、神経難病患者さんのご自宅で摂食嚥下とコミュニケーション障害の回復に向けたリハ

ビリプログラムの作成を行いました。 

さらに、プログラム作成後、定期的に訪問看護に入っている訪問看護ステーション看護師と保健

所保健師に、リハビリ専門職が行う摂食嚥下の、リハビリ留意点についてご助言をいただいた経過

があります。 

磯貝言語聴覚士が作成したリハビリプログラムを、訪問看護師が継続したことで、訪問看護師の

方からは、機能低下の進行を最小限にできたこと。難病患者のリハビリ意欲が向上し、いつか同窓

会に参加したいといったご本人から前向きな発言が聞かれるようになったことについての報告が挙

げられておりました。 

時間の都合もありますので、議題 4 から議題 6 までは資料 3 をご参照ください。 

最後に、協議会で承認がえられた取り組みの 2 つ目である神経難病研修会について報告をします。 

資料 3 の 1 ページ目の下から 6 行目をご覧ください。 

こちらは 11 月 5 日に市立根室病院、深浦彦彰医長を講師にお招きし、パーキンソン病の実践的

なリハビリテーションと脊髄小脳変性症の理解についてご講義をいただき、39 名の方が出席しまし

た。 

開催後のアンケートでは、パーキンソン病の実践的なリハビリテーションの方法を理解できた。 

脊髄小脳変性症の疾患について、基本的な視点を理解できたとの意見が寄せられ、地域支援者が

神経難病疾患の支援を展開するにあたって、必要な視点を学ぶ機会とすることが出来たと捉えてい

ます。 

以上を踏まえて、令和 8 年度の取り組み計画案を報告いたします。 

令和 8 年度も今年度同様、年 2 回の協議会と、神経難病研修会の開催を予定しています。 

協議会では、今年度の協議会及び 64 歳以下の在宅生活に係る実態調査で挙げられた課題である

摂食嚥下、コミュニケーション障害に係るリハビリを受ける機会の不足であるという課題や、患者

同士の集まる場の確保といった課題が挙げられておりますので、今後、協議会の中で具体的な対策

を考えていく予定です。 

以上で報告を終わります。 

○杉木会長 

はい。ありがとうございました。 

ただいまのご報告に対しまして何かご質問ご意見ございますでしょうか。 

～発言なし～ 

○杉木会長 

特にございませんか。 

では以上でですね、本日の、次第 1 から 4 までの議事が終了いたしております。 

その他何かございますでしょうか。 

～発言なし～ 



○杉木会長 

何かその他の議案お持ちの方、ご発言いただきたいと思いますが。あと全体を通じて何かご意見

とかご質問ございましたらご発言いただきたいと思います。 

事務局の方からその他ございますか。 

○成田企画係長 

その他報告事項といたしまして事務局から 2 点ほどご説明させていただきます。 

まずは、資料 4－1、根室圏域の保健医療福祉関係職員の募集状況一覧についてご説明させていた

だきます。 

根室保健所のホームページに掲載しております、募集一覧につきまして、来年度も引き続き更新

して参りたいと思います。 

更新につきまして、関係機関の皆様宛に別途ご連絡いたしますのでその際はご協力のほどよろし

くお願いいたします。 

続きまして令和 8 年度の連携推進会議の開催方法についてご説明いたします。 

資料 4－2 をご覧ください。釧路圏域と情報共有や取り組む内容、ここでは例えば、地域医療構

想などに挙げられますが、そちらがある場合には、事前に構成機関と調整の上、釧路圏域と合同で

本会議を開催していきたいと考えております。 

開催イメージといたしましては、資料に示している通りで、通常は①の方法、今回のような、根

室圏域のみで行う方法と、釧路と合同で実施する場合には、②の会議の全体で行う方法、第 3 回で

実施したような内容方法と、または、③の、会議の一部を合同で行う方法にて開催を考えておりま

す。 

来年度は、地域医療構想の策定年度となりますので開催方法につきましてご承知のほどよろしく

お願いいたします。 

以上で報告事項を終わります。 

○杉木会長 

はい。どうもありがとうございました。 

それでは、その他、議案をお持ちの方いらっしゃらなければ、終了とさせていただきますがよろ

しいですか。 

～発言なし～ 

○杉木会長 

特にないようでございますので、それでは、以上をもちましてですね、第 4 回の根室圏域医療福

祉圏域連携推進会議の方、これで議事終了とさせていただきます。 

スムーズな議事進行どうもありがとうございました。失礼いたします。 

○近藤企画総務課長 

杉木会長どうもありがとうございました。 

構成員の皆様も、本日はお忙しい中、ご出席いただきまして、ありがとうございます。 

また傍聴の方も今回ご参加いただきましてどうもありがとうございます。 



改めて日程の方、調整させていただくんですけども、令和 8 年度の第 1 回の会議ですけども、こ

ちらは 6 月を予定しておりますので、また改めて日程調整させていただきますのでどうぞよろしく

お願いいたします。 

ちょっとお時間早くなってしまったんですけども、議事も終わりましたので、これをもって終わ

りたいと思います。本日はどうもありがとうございました。 

 


